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唐初における国号〈隋〉字の字形変化
－ 〈煬帝墓誌〉の発見によせて －

高　橋　継　男

一　〈煬帝墓誌〉の発見

2013 年 11 月 16 日，中国国家文物局と中
国考古学会は，隋の煬帝と蕭皇后の異穴合葬墓
が揚州市で発見されたことを公表した。その位
置は揚州市邗江区西湖鎮司徒村曹荘組の蜀岡西
峰の頭頂部であって，唐子城遺址の西南角から
西方へ 1.8㎞。これまで発表された各種の簡報
によると1，2013 年 3月から 11月にかけて発
掘調査がおこなわれ，帝王級のものと見なされ
る金玉帯などを含む約 400 件の随葬器物が二
つの磚室墓から出土したが，煬帝の墓と認定さ
れた最大の根拠は，発掘中の 4月中旬に墓中
から発見された一つの墓誌であるという。
しかし，この墓誌原石は長期間にわたって泥

土に埋まっていたためか，全体がはなはだしく
浸蝕されているようで，現段階では，誌面の文
字も右上方部分の幾つかだけしか判読できない
ようである。墓誌についてまだ詳細な発表はな
いが，これまで公表された報告とインターネッ
トに掲載された写真などによって2，当該墓誌
の釈文をかかげてみよう。アラビア数字は行数
を示す。
　１ 隨故煬帝墓誌
　２ 惟 隨 大 業 十 四 年 太 歳……
　３ 一 日, 帝 崩 于 楊 州 江 都 縣……
　４ 扵 流 珠 堂｡ 其 年 八 月……
　５ 西 陵, 荆 棘 蕪……
　６ 永 異 蒼 梧……
　７ □ □ □｡ 貞 觀 元

（九）3
 年……

　８ □  朔, 辛……

　９ □ 葬 煬
(楊)4
……

　10 □ 禮 也｡ 方……
   （以下，未詳）
今のところ墓誌全体の行数や満行の字数も不
明であるが，本格的な調査と研究によって，今
後，判読できる文字が増えたり，上の釈文にも
訂正が加えられる可能性があり，また各行の字
数などが明らかになれば，高い精度で文字の推
定・復原も可能となる箇所がでてくるだろう。
しかし，少なくとも上の第１行～５行目の文字
はほぼ鮮明に残っていて，標題の第１行「隨の
故煬帝の墓誌」という誌主の名称が，当該墓が
煬帝の墓であることを明示する最大の証拠とさ
れているのである。
ところで，この墓誌は第７行目に刻される
唐代初めの「貞觀元年」（627），あるいは「貞
觀九年」（635）に作られたのであろうが，第
２行目に煬帝の死亡年として「大業十四年」
（618），第４行目にそれをうけ「其年八月」と
記されるのは奇異に思われる。
言うまでもなく，隋朝打倒の挙兵をして首
都大興城（長安）を占拠した李淵は，大業 13年
（617）11 月 15 日に「義寧」と改元させてい
たから，唐側からすればその翌年は「義寧二年」
であり，また煬帝殺害（義寧 2年 3月 11 日）
の情報をえた李淵は，義寧 2年 5月 20日に皇
帝に即位し「武徳」と改元したから，第４行目
の「其年八月」は「武徳元年八月」と刻すべき
である5。「義寧」「武徳」の年号の使用を，あ
えて避けているのかも知れないこの問題は，難
問のようにも思われるので，ここではこれ以上
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は触れない。
「煬帝墓誌」を見て誰もがすぐ気がつくもう
一つの問題は，国号隋字 6 が第１・２行目に二
つともに「隨」と表記されていることであろう。
筆者はこの国号隋字について以前から興味を

もち，時に学会や研究会で調査結果を口頭報告
した7 が，根拠となるデータを含めた調査結果
の詳細を，これまで刊行物としては公表できな
いまま今日におよんだ。その理由は，とりわけ
1990 年前後以降，中国から墓誌を主とする大
型の石刻資料集が陸続と刊行されるようになっ
て，現在にいたるまで不断に関係資料が増加し，
そのため煩瑣な作業が必要となり，対応が難し
くなったことが大きい。しかし今回，国号隨字
を刻す「煬帝墓誌」があらたに出土して関心が
高まっている機会に，隋代と唐代初期に範囲を
限り，国号隋字の字形変化，とくに「辶」（し
んにょう）の有無の変化について述べることと
したい。

二　国号隋字の問題点と本稿での調査方法

筆者は以前，国号隋字に関する研究史を簡
略にまとめたさい，その冒頭に次のように記
した8。
「周知の如く，隋王朝の初代皇帝文帝（楊堅）
は北周王朝末期の天和 3年（568），父楊忠の
あとを嗣いで隨国公を襲爵し，大象 2年（580）
には隨王となっていたが，その翌年，北周から
事実上，帝位を簒奪して即位すると，隨の字の
中の辶が走と同じ意味であることを嫌って，辶
を除去して隋の字をつくり，隋を国号に定めた
と後世伝えられている。
しかし，明末清初の碩学顧炎武が，隋代以前

から唐にかけて隨字と隋字は通用されており，
文帝改隨説は必ずしも正しくはないと主張して
以来，この顧炎武説は清代の（金石）学者らに
よって継承・発展させられ，日本でも宮崎市定
氏（・戸川芳郎氏）らが文帝改隨説の誤りであ
ることを承認している。一方これに対し，近現

代中国の隋唐史専家の岑仲勉氏は，隋代には確
かに国号は隋であって，唐の初葉に隨とされ，
中唐になって次第に隋と記されるようになった
とも述べており，顧炎武以降の（金石学者らの）
説を否定している。」（　）内は今回増補。
要するに国号隋字に関して，古くから「文帝
改隨」説が流布していた9 が，これに対し大別
して，（一）隋唐代に隋・隨は通用・互用され
ており，隋を国号とする定制はなかったとする
「文帝改隨」否定説10，（二）「文帝改隨」説の
とおり隋代には隋であったが，初唐に隨，中唐
に隋へと変化したとする岑仲勉説があって，対
立しているのである。
上に引用した拙文には続けて「このように，
国号隋字に関して殆ど相い反する学説が唱えら
れているが，この問題を解決する一つの方法
は，現在に残されている隋唐代の人々が記した
石刻，文書，鈔本などの原資料を，できるだけ
多く調査し分析してみることであろう。」と記
したが　これを書いてから20年が経過しても，
国号隋字に関して隋唐時代の原資料を網羅的に
調査した報告があることを知らない。本稿では，
文書や鈔本の類はしばらく措き，それらに比し
てはるかに大量に残っている石刻に対する調査
結果を示す。
調査対象とした石刻資料集は，後掲の「国号
隋字収集関係主要文献（含『略称』）一覧」の「Ｂ
　拓本写真資料類」に記載した。現存の石刻類
の中で最も多数を占める墓誌に関しては，隋代
は王其禕・周曉薇編著『隋代墓誌銘彙考』全 6
冊（2007 年），唐代は呉樹平他編『隋唐五代
墓誌彙編』全 29 冊（1991 ～ 92 年），墓誌以
外の各種碑刻に関しては，隋代・唐代を通して
北京図書館金石組編『北京図書館蔵中国歴代石
刻拓本彙編（隋唐五代十国）』全 28冊（1989 年）
を，各々基本資料集としたが，これらに未収の
ものや新出資料は，近年出版にかかる資料集ま
でを適宜参照して，基本資料集を補充した。
調査結果は，後掲の「【表１】隋代（581 ～

618 年）の石刻資料に見える国号隋字」・「【表
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２】唐代高祖期（618 ～ 626 年）･ 太宗期（626
～ 649年）の石刻資料に見える国号隋字」にま
とめ，それぞれ各種の集計結果を表示した11。
【表１】・【表２】の「国号隋字欄」では，「辶」
の有無だけではなく，可能な限り隋字・隨字
の字形も判別できるように移録した。
以下，この作業によって知られる，隋代と

唐初における国号隋字の実態について述べる。

三　隋代の国号隋字

後掲の【表１】を一見して，全体に辶の無
い国号隋字が圧倒的に多数で，●をつけた辶の
有る隨字が僅少であることがわかる。使用さ
れている国号隋字の全部を辶の有無で区別し
て集計したのが 1- ①表であるが，隋代全期間
（581 ～ 618）を総計すると，辶の無い隋字が
約 94％，辶の有る隨字は約 6％にすぎない。
これをほぼ文帝期の開皇元年（581）～仁寿 4年
（604）と，ほぼ煬帝期の大業元年（605）～義寧
2年（618）に二分すると，前の期間は辶の無い
隋字が 93％弱，辶の有る隨字は 7％強，後の
期間は辶の無い隋字が 96％弱，辶の有る隨字
は 4％強となり12，前後の期間を比較すると，
若干ながら辶の無い隋字の比率が増え，辶の有
る隨字の比率はほぼ半減している。
以上は隋代における国号隋字の使用例の総数

を集計したものであるが，個別の石刻を見れば，
国号隋字が記されている数は一件あたり一つか
ら四つまで区々であり，単純に用例の総数を集
計しただけでは偏った統計となる恐れがある。
そこで辶の無い隋字を使用，辶の有る隨字を使
用，隋隨を併用に分け，それぞれの石刻数を集
計したのが 1- ②表である。これを見ると，隋
隨併用のものが僅かながらも存在するためか，
辶の無い隋字の石刻数の比率が，1- ①表のそ
れより約 1～ 2％ほど低くなる。しかし，この
1- ①表との僅差はとくに重視しなければなら
ないほどのものではなく，1- ②表の統計も 1-
①表から知られる隋代の全体的傾向とほぼ同じ

趨勢を示していると思われる。したがって，隋
代には国号として辶の無い隋字が 92～ 94％，
とりわけ煬帝期には約 95％にまでのぼってい
るのである。
この実態は，政権が国号として，明らかに辶
の無い隋字を選択していることを示している。
清代金石学者らが言うように，もし隋代にまっ
たく定制がなく，国号として隋字・隨字が互用
されていたならば，このような大差は生じるは
ずがないであろう。しかし，僅少ながら辶の有
る隨字が国号として使用されていることも事実
であって，当然ながら無視できない。政権によ
る隋字の選択は，辶の有る隨字の使用を禁止す
るほどの強制力をともなったものではなかった
と考えざるをえない。また「文帝改隨」説の真
偽は定かではないものの，隋代に国号として辶
の有る隨字が使用されている事実は，「文帝改
隨」説が少なくとも隋代に広く人口に膾炙して
はいなかったことを物語るであろう。
なお，【表１】では国号隋字の字形も記録し，

1- ③・1- ④表にはその用例数・比率も記したが，
1- ③表によると，隋代には篆書体以外の楷書
などの書体では，「 」の使用が 56％を占めて
最も多く，そのほか「陏」も含めて種々の別字
が 23.5％も使用されており，全体にきわめて
不統一である。一方，1- ④表によれば，篆書
体では正字とされる「隋」が 81％弱にのぼる。
これらの国号隋字の字形の問題は，前後の時代
と関連して検討しなければならず，ここでは隋
代の実態を紹介するに止める。

四　唐初の国号隋字

まず，後掲の【表２】によって，唐朝をたて
た高祖（李淵）の武徳年間（618 ～ 626）につい
て見てみよう。武徳年間は隋末以来の戦乱が続
いており，まだ政治・社会状況が不安定で墳墓
などを建造する余裕が不足していたためか，発
見される石刻の数はきわめて少ない。したがっ
て収集した国号隋字も少数であるが，用例数
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21 の中，20 例が辶の無い隋字であって，2-
①表と 2- ②表に示したように，用例数の比率
では辶の無い隋字が 95％強，使用石刻数の比
率では 92％弱になり，前述した隋代後期（605
～ 618）の傾向をそのまま引きついでいる。
僅かに一例だけの辶の有る国号隨字は，「太
尉秦王刀人高墓誌銘」（武徳 9年 4月 14日葬，
『隋唐五代墓誌彙編』陝西巻 3-17 頁所收）と
題する墓誌に，

刀人，字惠通，渤海人。……父世達，随
・
密

州高密縣令。（後略）
と見える。題名の「太尉・秦王」とは李世民の
こと13，「刀人」とは煬帝が定めた後宮の女官
の中の一つの名称であった14。つまり誌主の高惠
通は，秦王李世民の後宮の女官であったことがわ
かり，随字で記されたこの墓誌は，玄武門の変
（武徳 9年 6月 4日），即位（同年 8月 9日）15

直前の李世民の配下で作成されたことに留意す
べきである。
さて，後掲の【表２】によって，その太宗

（李世民）期（626 ～ 649）の国号隋字を見ると，
武徳年間までの状況は一変し，▲をつけた辶の
無い隋字が激減，辶の有る隨字が激増している
ことがわかる。すなわち 2- ③表の集計による
と，太宗全期（626 ～ 649）の国号隋字の使用
例の比率は，辶の無い隋字が 14.5％，辶の有
る隨字が 85.5％であり，この全期を仮に貞観
元（627）～ 12 年（638）と同 13（639）～ 23 年
（649）に二分すると，前の期間は辶の無い隋字
が 21％，辶の有る隨字は 79％，後の期間は辶
の無い隋字が 10％強，辶の有る隨字は 90％弱
となり，前後の期間を比較すると約 10％増減
し，貞観年間を通して辶の有る隨字がかなり増
加しており，貞観年間後期には，隋代から武徳
年間までの状況と比べて，ほとんど逆転してい
ることが見てとれる。これらの数値は，2- ④
表の隋字・随字の使用石刻数の比率と大差がな
い。要するに大勢として，隋代～武徳年間の国
号隋字は，太宗の即位後，辶の有る随字へと変
化したのである。

このような激変は，民間でおきた自然的な変
化によるものとは到底考えられず，この変化を
意図的に主導した大きな勢力が存在したことを
推測させる。その勢力とは，おそらく太宗とそ
の周辺，すなわち唐王朝の中枢のほかには想定
できない。事実，【表２】の「備考欄」で下線
を付した，虞世南奉勅撰書「孔子廟堂碑」（貞
観 2～ 4年？），朱子奢奉勅撰「昭仁寺碑」（同
4年 11 月？），欧陽詢奉勅撰書「九成宮醴泉
銘」（同 6年 4月），顔師古奉勅撰「等慈寺碑」
（同 11～ 15 年）など，太宗の命による奉勅撰
の碑はすべて隨字・随字で刻されており，何
よりも太宗自身の撰書になる「晋祠銘」（同 20
年正月）は，行書で「随」と書かれている。い
ちいちは記さないが，【表２】に示したように，
太宗の昭陵に陪葬された官僚の墓碑・墓誌も，
例外なく隨字・随字で記している。
以上，もっぱら石刻の調査にもとづいて，太
宗政権が国号隋字を隨字で記すように主導した
であろうことを述べたが，これに関連する唐人
の執筆になる文献の記載を紹介しよう。
天台宗の開祖，隋の智顗（538～ 597）が講

説した『摩訶止觀』16 巻一上の冒頭部分に，「大
隋開皇十四年四月二十六日」の語句がある。こ
の『摩訶止觀』に詳細な注釈をほどこした，天
台宗中興の祖，唐の湛然（711～ 782）述『止
觀輔行傅弘決』17 巻一之一に，先の智顗の語句に
注して，

大隋等者，説教時也。諸經既多，乃通云一時，
則該乎長短，攝彼精麁。今唯一部，故別指
大隋。隋受周禪，姓楊氏，本弘農華陰人也。
初從周太祖起義關西，位至大司空，封隋國
公。諱堅，後即帝位，因號隋國。隋字，『玉
篇』加工者，待過反。字本無走，唐祚既興，
謂隋已走，是故加之。開皇者年號也。皇大
也。（後略）

とあって，「楊堅は即位して隋国と号した。こ
の隋字には本より走（辶）が無かったが，唐朝
が興って，隋は已に走（去，往の意）ってしまっ
たので，隋に走（辶）を加えたのである」と記
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しており，隋の国号は隋であったが，辶を加え
たのは隋を滅ぼした唐であったことを明記して
いる18。ただし，ここには辶を加えたのは太宗
朝の時であるとまでは記していないが，石刻の
状況に照らして，上述した筆者の見解と何ら
齟齬するものではない。『止觀輔行傅弘決』は，
天宝14載（755）初本制作開始，永泰元年（765）
最終的に完成したと見なされており19，安史の
乱をはさんで生きた唐の高僧が書き残した貴重
な証言であると言えよう。
かくして，貞観元年あるいは同 9年に，当

然唐朝が何らかの関与をして作られたと見なさ
れる煬帝墓誌に，「隨」と刻されたのは至極もっ
ともなことであったと思われるのである。

今回は国号隋字の問題を，あらたに発見され
た煬帝墓誌に見える隨字と関連させ，隋代から
唐初期までに時期を限って，調査した石刻資料
のデータを開示し，唐初の太宗期に国号隋から
隨へ大きく変化したことを明らかにした。隋字
に関する異体字の問題や高宗期以後の隋字の変
化については，稿を改めて述べることとしたい。

＜注＞

1

2

①束家平・薛炳宏・秦宗林「江蘇揚州曹荘隋煬
帝墓考古専家論証会紀要」（『東南文化』2014
年第 1期），②「江蘇揚州曹荘隋唐墓葬」（国家
文物局主編『2013 中国重要考古発現』文物出
版社，2014 年 4月），③丘桓興「隋・煬帝の墓
と歴史の謎（上）：なぜ『帝陵』ではなく『墓』
なのか？」・同「隋・煬帝の墓と歴史の謎（下）：『希
代の暴君』？『先見の政治家』？」（『人民中国』[日
本語版 ]2014 年 5月号・6月号），④南京博物院・
揚州市文物考古研究所・蘇州市考古研究所「江
蘇揚州市曹荘隋煬帝墓」（『考古』2014 年第 7期）
など。なお，明治大学東アジア石刻文物研究所
長の氣賀澤保規氏から，発見された煬帝墓に関
して直接有益なご教示をうけ，多くの情報や資
料を提供していただいた。記して感謝申し上げ
る。
注 １ の ②・ ③・ ④ と，http://weibo.com/
u/1192882784（作者：三十年代）。筆者が検
索したインターネット掲載写真の中では，これ

3

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

が比較的に文字が鮮明に見える。
・4 氣賀澤氏は「元」を「九」，「煬」を「楊」と
読みとっている。
義寧への改元，煬帝の殺害，武徳への改元につ
いては，たとえば『資治通鑑』巻 184・義寧
元年十一月壬戌条，同書巻 185・武徳元年三
月丙辰条と五月甲子条，参照。
後で指摘するように，隋字はさまざまな字体で記
されるが，本稿では異形の隋字の場合も含め一括
して「国号隋字」と称することとし，同様に「辶」
がつく異形の隨字も「国号隨字」と表記する。
①「北京図書館蔵唐墓誌拓本による若干の知
見」（東北中国学会第 40 回大会，1991 年 5
月 26 日。発表要旨，『集刊東洋学』66，1991
年 11 月），②「国号隋字攷」（法制史学会第
45 回総会，1993 年 5 月 2 日。発表要旨，『法
制史研究』44，1995 年 3 月），③「国号隋字
について」（2004 年度東洋史研究会大会。発
表要旨，『東洋史研究』63-3，2004 年 12 月）
拙稿「主として石刻による国号隋字についての
研究史」（平成 4・5 年度科学研究費補助金 総
合研究（Ａ） 研究成果報告書 研究代表者安田
二郎『中国における歴史認識と歴史意識の展開
についての総合的研究』，1994 年 3 月）
「文帝改隨」説を伝える古い文献として，宮崎
市定氏が示した五代南唐の徐鍇（920 － 993）
撰『説文繫伝』，戸川芳郎氏が指摘した五代後
周の郭忠恕（？－ 977）撰『佩觿』が知られ
ていた（前注８の拙稿参照）が，葉煒氏は唐末
の李涪撰『刊誤』巻下「洛隨」条にまでさかの
ぼることを見出した。葉煒「隋国号小考」（『北
大史学』11，2005 年 8 月）参照。
前注９の葉煒氏論文は「文帝改隨」否定説であ
るが，南北朝時代後期に隨・隋は互用されていて，
文帝の父楊忠のときに既に隋国公を称した可能
性があり，楊堅はそれを継承したと述べる。
【表１】・【表２】からの各種集計には，東洋大
学非常勤講師の竹内洋介氏の協力をうけた。
【表１】・【表２】の集計表では，比率を小数点
以下 2 桁まで記したが，煩雑を避け，本文で
は多くの場合，小数点以下を切り上げ，切り捨
てて，「弱」「強」で表記する。
たとえば，『旧唐書』巻 1・高祖本紀・武徳元
年六月甲戌条に「封太宗（李世民）爲秦王」，
同年「十二月壬申，加秦王（李世民）太尉・陝
東道大行臺。」とある。
『隋書』巻 36・后妃列傳に「煬帝時，后妃嬪御，
無釐婦職，唯端容麗飾，陪從醼遊而已。帝又参
詳典故，自製嘉名，著之於令。貴妃・淑妃・德妃，
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15

16

17

是爲三夫人，品正第一。……總一百二十，以叙
於宴寝。又有承衣・刀人，皆趨侍左右，並無員
數，視六品已下。」とある。
『旧唐書』巻 2・太宗本紀上，参照。
『大正新脩大蔵経』第 46 巻・諸宗部 3 に所収。
湛然と『止觀輔行傅弘決』については，池麗梅
著『唐代天台仏教復興運動研究序説─荆渓湛然
とその『止觀輔行傅弘決』』（大蔵出版，2008 年）

18

19

参照。なお，『止觀輔行傅弘決』は，『大正新脩
大蔵経』第 46 巻・諸宗部 3 に所收。
この点は，滅ぼした王朝に対する侮蔑の念か
ら，初唐に隋字に辶を加えたと推測した，岑仲
勉氏の見解を裏付ける史料となる。岑仲勉氏の
説は，注８拙稿にまとめている。
前注 17 の池氏著の第二章第二節「 『止觀輔行
傅弘決』の成立過程に関する再考察」参照。

国号隋字収集関係主要文献（含『略称』）一覧

A 目録・索引類
１．梶山智史編『北朝隋代墓誌所在総合目録』（明
治大学東洋史資料叢刊 11），（日本）明治大学東
アジア石刻文物研究所，2013 年
２．氣賀澤保規編，落合悠紀・堀井裕之・会田大
輔編集協力『新版 唐代墓誌所在総合目録（増訂
版）』（明治大学東洋史資料叢刊 5），（日本）明
治大学東アジア石刻文物研究所，2009 年
３．楊殿珣編『石刻題跋索引（増訂版）』商務印書館，
1957 年
４．『淑徳目』＝中濱慎昭編集『淑徳大学書学文化
センター蔵 中国石刻拓本目録』（日本）淑徳大学，
1997 年
５．高橋継男編『中国石刻関係図書目録（1949 －
2007） 附『石刻史料新編』（全 4輯）書名・著
者索引』（日本）汲古書院，2009 年
６．高橋継男編『中国石刻関係図書目録（2008
－ 2012 前半）稿』（明治大学東洋史資料叢刊
10），（日本）明治大学東アジア石刻文物研究所，
2013 年

B拓本写真資料類
１．『北図』＝北京図書館金石組編『北京図書館蔵
中国歴代石刻拓本彙編（隋唐五代十国）』９～
36，中州古籍出版社，1989 年
２．『隋唐』＝呉樹平他編『隋唐五代墓誌彙編』全
29冊，天津古籍出版社，1991 ～ 1992 年
３．『隋代』＝王其禕・周曉薇編著『隋代墓誌銘彙考』
（中国石刻文献研究叢刊 2），全 6冊，綫装書局，
2007 年
４．『漢魏』＝趙万里編『漢魏南北朝墓誌集釋』科
学出版社，1956 年
５．『唐』＝毛漢光撰『唐代墓誌銘彙編附考』1～
18，（台湾）中央研究院歴史語言研究所，1984
～ 1995 年
６．『輯縄』＝洛陽市文物工作隊編『洛陽出土歴代
墓誌輯縄』中国社会科学出版社，1991 年

７．『隋百』＝隋代碑誌編選組編『隋代碑誌百品』
新時代出版社，2002 年

８.『邙洛』＝趙君平編『邙洛碑誌三百種』中華書局，
2004 年

９.『河洛』＝趙君平・趙文成編『河洛墓刻拾零』
全 2冊，北京図書館出版社，2007 年

10.『洛陽新続』＝洛陽市第二文物工作隊・喬棟・
李献奇・史家珍編著『洛陽新獲墓誌続編』科学
出版社，2008 年

11.『新出百』＝趙文成・趙君平編選『新出唐墓誌
百種』西泠印社出版社，2010 年

12.『秦晋豫』＝趙君平 ･趙文成編『秦晋豫新出墓
誌蒐佚』全 4冊，国家図書館出版社，　2012 年
13.『七朝』＝斉運通（斉淵）編『洛陽新獲七朝墓誌』
全 2冊，中華書局，2012 年

14.『洛陽流散』＝毛陽光・余扶危主編『洛陽流
散唐代墓誌彙編』全 2冊，国家図書館出版社，
2013 年

15.『碑林』＝高峡主編『西安碑林全集』全 200 巻，
広東経済出版社・海天出版社，1999 年

16.『碑林新』＝趙力光主編『西安碑林博物館新藏
墓誌彙編』（中国石刻文献研究叢刊 3）, 全 3 冊，
綫装書局，2007 年

17.『碑林新続』＝趙力光主編『西安碑林博物館
新藏墓誌續編』全 2冊，陝西師範大学出版社，
2014 年

18.『長安新出』＝西安市長安博物館編『長安新出
墓誌』文物出版社，2011 年

19.『西市』＝胡戟・栄新江主編『大唐西市博物館
蔵墓誌』全 3冊，北京大学出版社，2012 年

20.『咸陽石』＝陝西省古籍整理辦公室編，張鴻傑
主編『咸陽碑石』（陝西金石文献彙集），三秦出
版社，1990 年

21.『咸陽刻』＝陝西省古籍整理辦公室・咸陽市文
物考古研究所合編，王友懐主編，李慧・曹発展
注考『咸陽碑刻』（陝西金石文献彙集），全 2冊，
三秦出版社，2003 年
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22.『昭陵』＝昭陵博物館・張沛編著『昭陵碑石』
三秦出版社，1993 年
23.『薬王山』＝陝西省古籍整理辨公室編，呉敏霞
主編，曹永斌編著『薬王山碑刻』（陝西金石文献
彙集），三秦出版社，2013 年
24.『山東』＝山東石刻藝術博物館編『山東石刻
藝術精萃・歴代墓誌巻』浙江文芸出版社，　　
1996 年
25.『安豊』＝賈振林編著『文化安豊』大象出版社，
2011 年
26.『越南』＝潘文閣・蘇爾夢主編『越南漢喃銘文
彙編第一集  北属時期至李朝』 （巴黎）遠東学院・
（河内）漢喃研究院，1998 年
27.『新 ･ 河南』＝中国文物研究所 ･河南省文物考
古研究所編『新中国出土墓誌・河南〔壹〕，同〔貳〕，
同〔参〕』全 6冊，文物出版社，1994 年・2002
年・2008 年
28.『新 ･ 陝西』＝中国文物研究所 ･陝西省古籍整
理辦公室編『新中国出土墓誌・陝西〔壹〕，同〔貳〕』
全 4冊，文物出版社，2000 年・2003 年
29.『新 ･ 重慶』＝中国文物研究所・重慶市博物
館編『新中国出土墓誌・重慶』文物出版社，　
2002 年
30.『新 ･ 河北』＝『新中国出土墓誌・河北〔壹〕』
全 2冊 ，中国文物研究所・河北省文物研究所編，
文物出版社，2004 年
31.『河南造像』＝河南博物院編・王景荃主編『河
南佛教石刻造像』（大象博物文庫），大象出版社，
2009 年
32.『書道』＝神田喜一郎・田中親美監修『書道全集』
全 28巻，（日本）平凡社，1954 ～ 1968 年。
33.『書跡』＝西川寧・神田喜一郎監修『書跡名
品叢刊』全 208 冊，（日本）二玄社，1958 ～
1981 年
34.『法書ガイド』＝『中国法書ガイド 29・皇甫
誕碑』・『同 32・孔子廟堂碑』（日本）二玄社，
1988 年・1989 年
35. 書道博物館編『書道博物館図録』（日本）台東
区芸術文化財団，2000 年

C 録文資料類（主として「備考欄」）
１．『唐代』＝周紹良主編『唐代墓誌彙編』全 2冊，
上海古籍出版社，1992 年

２．『唐代続』＝周紹良・趙超主編『唐代墓誌彙編
続集』上海古籍出版社，2001 年

３．『全隋補』＝韓理洲輯校編年『全隋文補遺』（周
秦漢唐文化工程 ･文献整理文庫）, 三秦出版社，
2004 年

４．『全唐遺』＝陝西省古籍整理辦公室・（第 8輯）
洛陽市第二文物工作隊編 ,呉鋼主編『全唐文補遺』
全 9輯，三秦出版社，1994 年～ 2007 年

５．『全唐千』＝呉鋼主編『全唐文補遺・千唐誌斎
　新蔵専輯』三秦出版社，2006 年

６．『全唐編』＝陳尚君輯校『全唐文補編』全 3冊，
中華書局，2005 年

７．『萃編』＝王昶撰『金石萃編』
８．『八瓊』＝陸増祥撰『八瓊室金石補正』
９．『山右』＝胡聘之撰『山右石刻叢編』
10．『芒洛』＝羅振玉撰『芒洛冢墓遺文』
11. 羅振玉撰『昭陵碑録』・『京畿冢墓遺文』
12．『魯迅』＝北京魯迅博物館・上海魯迅紀念館編
『魯迅輯校石刻手稿』全 3函，上海書画出版社，
1987 年

D 雑誌・論文
１．『考古通訊』・『考古』
２．『文物』
３．『文博』
４．『碑林集刊』
５．『唐研究』
６．『考学』＝『考古学報』
７．『考文』＝『考古与文物』
８．『中原』＝『中原文物』
９．『叢刊』＝『文物資料叢刊』
10.『陝博館刊』＝『陝西歴史博物館館刊』
11. 「拙稿」＝高橋継男「洛陽出土唐代墓誌四方の
紹介と若干の考察」『東洋大学文学部紀要』52
集（史学科篇 24号），1999 年

12． 「石野論文」＝石野智大「隋代郷里制下の里
長について：『秘丹墓誌』を中心に」『東方学』
128 輯，2014 年
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【表1】隋代（581～618年）の石刻資料に見える国号隋字
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【表2】唐代高祖期（618～626年）・太宗期（626～649年）の石刻資料に見える国号隋字
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